
点線枠は栽培圃場

①Y字形栽培による低樹高化
②スマート農業技術の導入
③担い手の育成に活用

①摘蕾、摘果、袋掛け、収穫、剪定、防除作業の軽労化と
密植、早期多収栽培による若木期の所得向上

②水田転換園での新たなモモの省力栽培が可能に
③モモの栽培面積の増加と担い手の確保

農林水産総合センター内
の水田転換園で実用化

浄水ケーキなどの疎水材による暗きょ
とコルゲート管により良好な排水

長期間、通気性や排水性を維持できる
資材による土壌改良

課題名：モモのスマート栽培システムの実用化と担い手の育成(令７～11） 

 

内容：モモの供給力を強化するためには、栽培面積の大規模化と担い手の確保が

重要です。作業性の優れる水田転換園に省力・軽労化技術であるＹ字形栽

培を導入することで、面積の拡大が容易になると考えられるものの、「清

水白桃」以外の品種では、Ｙ字形栽培での検討ができていません。また、

Ｙ字形栽培によって就農初期の収入が確保され、さらに、音響振動装置や

ドローンなどのスマート農業技術の導入によって栽培管理が容易となり、

女性や高齢者、未経験者が取り組みやすくなると考えられます。そこで、

Ｙ字形栽培とスマート農業技術を組み合わせた、水田転換園におけるモモ

省力栽培の実用化試験に取り組むとともに、本研究圃場を担い手の省力栽

培技術習得の場として活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

果樹研究室ＨＰへ 

農業研究所ＨＰへ 

 

https://www.pref.okayama.jp/page/853431.html
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/

